
1961年 6月 27日～29日にかけての梅雨前線豪雨と被害について 

 

この年は６月中旬までは雨の少ない地方が多く、水不足でした。しかし、23 日から南海上にあった梅雨前線が活

動を活発化させながら北上、24 日から本州南岸に停滞するようになりました。また、日本の南から北上してきた熱帯

低気圧が、26日には台風第 6号となって四国に接近しました。台風は、27日夕あ谷は土佐沖で消滅しましたが、梅

雨前線が刺激されて四国、近畿、東海、関東甲信、北陸の各地方で大雨となりました。また、７月３～５日には東北地

方や九州地方でも大雨となりました。気象庁は６月 24 日から７月 10 日の雨を「昭和３６年梅雨前線豪雨」と命名しま

した。日立市でも、27日の夕方から 28日の明け方にかけてと 29日の朝から昼にかけて、1時間に 40mmを超える

強い雨が降り、総降水量は 344.6mmに達しました。 

日立市役所における降水量（6月 27日～30日） 

日 日降水量 最大 1時
間降水量 時刻 

27 82.8 － －
28 139.5 43.3 00:00～01:00
29 118.9 52.2 09:00～10:00
30 3.4 － －
合計 344.6 － －

 

 

1961年6月27日～29日にかけての降水量の推移（日立市役所）
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